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（1734）に許可されたものの、それは当時実施していた藩の財政
再建（御仕組）が終わった後という条件付きのものでした。結局、
皆姫の死去から 10 年後の元文 2 年（1737）、栗山家は漸く正
式に寺社組に加わることが叶いました。 
このように寺社組に加わったのとほぼ時を同じくして、之経の跡を

継ぐはずであった次男の齢庵が亡くなってしまいます（長男の惟常
は、益田家家臣の時代に作間吉兵衛養子となっていました）。 
之経は当時、数え年で 10 歳であった三男献臣を「家業取立、

家続之嫡子」とするよう藩府へ願い出て、無事に認められました。 
この後、寛保元年（1741）に之経は病死し（享年 69）、14

歳の献臣が栗山家の家督を継ぐことになったのです。 
 

〔栗山献臣と解剖〕 
献臣が京都の医者山脇東洋（1706-1762）の門下であったこ

とは、宝暦 9 年（1759）に出版された東洋著『蔵志』に収録され
ている献臣宛の書状（「復栗文仲」）に明らかですが、入門の経
緯や医学修行の内容は必ずしも明らかではありません。田中助一
著『防長医学史』によると、献臣は、寛延元年（1748）に山脇東
洋の門に入り、長崎において訳者徐中邦について中国語を学んだ
後、萩に戻ったとされています。 
藩医として萩に在住していた献臣を一躍有名にしたのは、師であ

った山脇東洋に次いで実施した人体解剖でした。 
山脇東洋は、古方家に属し、中国内景説（五臓六腑説）に

疑問をもち、動物（獺）の解剖を経て、宝暦 4 年（1754）閏 2
月 7 日、京都所司代の許可を得て刑屍体の解剖を実施し解剖
図を作成しました。その一部は萩にいた高弟の献臣に送られました。 
この図を見た献臣は、東洋への返信の中で、東洋の作成した解

剖図を讃え、長崎遊学中にオランダ（紅毛）よりもたらされた解剖
図を見た際、内景説にある「六葉」「両耳」等が見当たらないことに
ついて疑念を抱いたことを打ち明けています。 
東洋の解剖図が献臣に届けられた時期は分かりませんが、献臣

がこれに触発され、萩での解剖を計画したことは疑いありません。献
臣は藩当局に対し刑屍体の解剖を請い、宝暦 8年 3月 26日、
萩手水川刑場で盗人吉右衛門の刑屍体の解剖を実現させ、東
洋の作成した解剖図を参考に、「剥腹胸図」他３図を作成しまし
た。そして東洋への書状の中で、東洋の解剖図について数点の遺
漏を指摘し、さらに自らは「他日盥川上に子宮と腸中を探」り報告
したい、つまり師東洋が実施していない女体の解剖を実施したいと
述べています。その後、宝暦 9 年 6 月 21 日、磔とされていた御
美濃（おみの）の罪一等を減じて斬首とし、遺体を解剖したいと申
請し、許可を受け、大屋刑場において実施し、解剖図を作成しまし
た（右上写真）。 

 献臣が解剖を実施したことは、『蔵志』中の「復栗文仲」及び滝鶴台の序文に明らかですが、作成された解
剖図は『蔵志』が広く版行されたのとは異なり、いずれも栗山家に秘蔵されたようです。しかし、安永 10 年
（1781）に三浦梅園が献臣が東洋に宛てた女体解剖実施を知らせる書状を『造物余譚』に収録・版行するに
いたり、広く知れ渡るようになりました。 
この後、献臣は天明 7 年（1787）11 月 28 日も解剖を実施し、その養孫玄厚も文化 12 年（1815）に

解剖を実施しています。これらの功績が認められ、文政 11 年（1828）に栗山家の禄高は、178 石まで増加し
ました。 

 

栗山献臣（孝庵）が実施した女体解剖の際に
作成された解剖図（杏雨書屋所蔵）。献臣が
作成した解剖図は、東洋の「蔵志」と描き方が似
ています。 
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慶応元年「御意書（山口病院総管任命の事）」（日野家文書 70） 医師と人々④ 

 

 

 
日野家文書（当館蔵）は、萩藩で

代々藩医を務めた日野家に伝来した
資料です。同家禄高は５人扶持４０
石、寺社組や手廻組に属し、藩医の
中では中位に位置する家でした。 
幕末維新期に活躍したのが日野宗

春（ひのそうしゅん、1827～1909）です。
大島郡久賀村（現周防大島町）の地下
医山県玄敬の三男周平として生まれ、
のち日野家の養子となります。 
宗春は、嘉永 3 年（1850）3 月～

4 年 8 月、藩医青木周弼（幕末期、
萩藩医学館整備に尽力した蘭方医）に蘭
方医学を学び、さらに青木の推挙で大
坂の緒方洪庵塾（適塾）に入塾しまし
た（同 4 年 9 月～5 年 5 月）。安政元
年（1854）8 月～2 年 3 月には長崎
で蘭方外科を学びます。宗春は、当時
一級の医師を師とし、医学を学んだ人
でした。長崎から帰国後、宗春は萩藩
医学校・好生館の館員となります。以
後、主な活躍は以下のとおりです。 

・安政 5 年（1858）：領内でコレラ流行、
治療に尽力。 

・万延元年（1860）1 月：好生館舎長。
本草局御用掛。 

・文久 3 年（1863）5 月：赤間関病院
（攘夷戦に備え設置された軍事病院）勤務。 

・同年 9 月：七卿付き侍医（三条実美など
「七卿落ち」公卿付きの医師）。 

・元治元年（1864）7 月：世子毛利定
広上京時の従軍医（禁門の変の前）。 

・慶応元年（1865）4 月～明治元年
（1868）3 月：山口病院（藩の軍事病
院）の総管。 

・明治 2 年 5～7 月：東京の健武隊病院
（東京に派遣された健武隊の附属病院）
勤務。 

 
明治期の宗春は、県内小学校で使

用する博物標本の製造配布に尽力し
たほか、防長女子教育協会理事を務
めるなど、多方面で活躍しています。 

【参考】日野巌著『日野宗春』 

４ 

 
 

日野宗春肖像写真 
（日野巌『日野宗春』より引用） 

 

 
日野巌著『日野宗春』 

宗春子孫の日野巌氏が著した
宗春の略伝。宗春の略歴を知る
貴重な著作（昭和 33 年発
行）。 

藩医日野宗春と日野家文書 
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日野家文書は、当館が所蔵する萩藩医の文書を代表するもののひとつです。 
藩医の活動に関わる文書だけでなく、薬剤調合用の秤や幕末維新期の古写真ガラス乾版など、貴重な
モノ資料を含む点が特徴です。そのいくつかを紹介します。 
 

１．萩藩加判衆連署奉書 *日野家文書 70 

万延 2年（1861）1月 29日、宗春が日野家家督を相
続することを認めた藩の奉書です。日野家文書には、以後
宗春が、藩医としてさまざまな仕事を命じられたことを示す文
書が数多く残されています。 

２．秤 竿長さ 20.2㎝   *日野家文書 146 

日野家文書に残る薬剤調合用の秤です。宗春が用いたとさ
れています。納箱の蓋裏に「進脩薬室 日野調合所什」の
墨書があります。当館が所蔵する数少ない医学関係のモノ
資料のひとつです。 

３．健武隊士写真   *日野家文書 131 

日野家文書には、幕末維新期に撮影された古写真のガラ
ス乾版が残っています。その１枚が、健武隊士と日野宗春
を写した写真です（左奥が宗春）。宗春が東京で健武隊
病院に勤務した明治 2、3年頃撮影されたものでしょう。 
 *この写真は当館 webサイトからダウンロードできます。 

４．毛利斉広公筆西瓜図 *日野家文書 68 

この絵は、文化 14 年（1817）6 月 10 日、12 代藩主
斉広が４歳の時に描いたとされる西瓜です。当時の日野家
当主は宗春の２代前の宗宅。日野家が、藩医として藩主
一族のそば近くで仕えていたことを示す史料です。 
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「安政三年諸郡戸籍帳」（大島宰判の部分）（県庁伝来旧藩記録 250） 医師と人々⑤ 

 

 

 
萩藩領内の村や町には、「御茶屋

医（おちゃやい）」「勘場医（かんばい）」
「地下医（じげい）」と呼ばれた医師が
いました（すべての村町ではありませ
ん）。彼らは、藩の制度上、百姓とは
別の身分に位置づけられていました。
大 島宰判 の場合 、 安政 3 年
（1856）、御茶屋医・勘場医・地下
医など 23軒がありました(上写真)。 

〔御茶屋医・勘場医〕 
御茶屋医・勘場医は、宰判（さいば

ん。領内の行政区分）ごとに置かれた医
師です。勘場医より御茶屋医の方が
地位は上とされた例が多いようです。
宰判や時期により異なりますが、両方
いたところと、御茶屋医のみ、勘場医の
みのところがあり、一方、両方ともいな
い宰判もありました。人数は多くが 1～
３名ほどでした。彼らは、居村から各宰
判の御茶屋（藩の公館）や勘場

（代官や大庄屋が詰め業務を行う
役所）に通い医療行為を行いました。 
御茶屋医や勘場医は、代官や大

庄屋の指示を受けながら、宰判内で
必要とされた医療活動に従事しました。
特に、山陽道などの主要街道沿いの
宰判や、上関宰判・大島宰判といった
瀬戸内海交通の要衝地では、萩藩士
のほか、幕府役人（長崎奉行など）
や西国大名の通行時に急病人が発
生すると、御茶屋医・勘場医が対応し
ました。そのような医療行為は、「医役
御用」と表現されています。 
彼らには、郡配当米や修甫米といっ

た宰判単位で運用される公益費の中
から、藩の許可を得て、扶持米が支給
されました。息子の医学修行費用の名
目で、宰判から米銀を借用した医師も
います。 
御茶屋医や勘場医の中には、数代

百数十年にわたり同役を務めた家もあ
ります。また、地下医から勘場医へ取り
立てられる医師もいました。  

５ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山口宰判の御茶屋と勘場 
（行程記） 

 
 「防長風土注進案」によれば、山口
宰判には、御茶屋医２名と地下医２
名が確認できます。 
 同宰判内には、寺医を多く抱えている
真光院（興隆寺）があり、また、吉敷
毛利家でも陪臣医を数多く抱えていま
した。宰判内にはさまざまな身分の医者
が活動していたのです。 

御茶屋医・勘場医・地下医 
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